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１解答と解説

「参照ページ〇〇」とは、ホームページの「単元別文法事項解説ファイル」内の「動詞

の語法」というファイルの該当ページと該当項目を指しています。ですから「動詞の語

法」をプリントアウトし、手元に置いてそれを見ながら以下の解説を読んで下さい。

⒈ Ｄ ｢委員会のメンバーは何時間もその問題について話し合ったが､何の結論もでなかった｣

［解説］ は他動詞なので、後ろに前置詞などとらず直接、目的語をとる。

ちなみに は「 について白熱した討論をする」という

意味になる。参照ページｐ３ レクチャー２ ⑴。

⒉Ｃ「レナード先生研究室に入ると、コンピュータが盗まれているのに気付いた。そしてそ

のコンピュータは彼が ドルの金を支払った物だった」

［解説］選択肢が動詞だった場合、多くの場合空欄の後ろに解法のヒントが隠されている。

本問もそうで、空欄の直後に という名詞が来ている。つまり空欄

には、直後に名詞を目的語としてとれる「他動詞」が入らなくてはならない。選択

肢中でそのような「他動詞」は のみ。 の も他動詞の用法はあるが「入

る」という意味では自動詞として用いられる。

⒊Ｄ「あなたは無料カタログを請求する全ての手紙に返事を書くべきである」

［解説］今度は逆に空欄の後ろが「 」という「前置詞 名詞」の形にな

っている。このような形を後ろにとるのは「自動詞」である。 は「反応」とい

う名詞で問題外。 は「 に戻る」という意味で、文意に合わない。残

った 共に「Ａに返事を出す」という意味だが、「自動詞」なのは の方。

⒋Ｂ「多くの両親たちはホールを訪れて、自分の子供たちが合唱するのを聞いた」

［解説］知覚動詞の語法の問題。参照ページｐ ⑽。

語法から の 不定詞や、 の過去形が「Ｃ」に入ることはない。本問の「Ｏ」

と「Ｃ」である「子供たち」と「 歌う 」の意味関係は能動 子供たちが歌う なので、

過去分詞の は入れない。
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⒌Ａ「ジョンがいかに父親似であるかと考えてみると、彼は優れた野球選手になるはずだ」

［解説］本問は空欄をはさんで「 ＝ 」の関係にすれば意

味が通じる。このような関係になるのは「ＳＶＣ」構文の特徴である。選択肢中

で「ＳＶＣ」構文を作れるのは だけ。参照ページｐ５ ⑴②⒊。

⒍Ｄ「彼女の新しい上司は嫌われていた。というのは彼はすべて部下のせいにするからだ」

［解説］動詞の の語法の問題。

人 理由 ①「Ｂの理由でＡを非難する、責める」

人 理由

②「ＢをＡのせいにする」

理由 人

そこを離れたことで彼らは彼女を責めた

⒎Ｄ「ジャックは仕事でそこに行っている間は、そのプロジェクトを半分やり残しておくこ

とにした」

［解説］動詞の の語法の問題。「 を のままにしておく」。参照ページｐ ⑹ 。

全てのＳＶＯＣ構文において、「ＯとＣ」の意味関係が受身 は される になる場合、

Ｃには過去分詞が入ることを覚えておこう。ただ「Ｏ」と「Ｃ」の意味関係を考え

る上で大事なことは「英語は常に人間中心に考える」という点。とすると、本問の

「Ｏ」と「Ｃ」である 「 そのプﾛジｪｸﾄ 」 と「 する ｣ の関係は受身 プﾛジ

ｪｸﾄは人によってなされるもの｡つまりプﾛジｪｸﾄは受身の立場 ということになる。したがって過去分詞の

が正解となる。

⒏Ｃ「ガソリンの値段は世界の供給が減少するにつれて上昇することが予測される」

解説 動詞 の語法の問題。参照ページｐ８～９ ⑶。

「 原形 ～ が～するのを予想 期待 する､ は 当然 ～すると思う」の受身。

⒐Ｃ「その医者は、ビタミンＣをとると、この薬の効果の維持に役立つだろうと言った」

解説 動詞 の語法の問題。 は後ろに「形容詞・分詞・名詞」をＣ 補語 に
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とって「 依然として Ｃのままでいる」という意味になる。参照ページｐ５ ⑴。

本問で の補語になれるのは、形容詞の 効果的な のみ。

Ｂ「ベンは彼女が荷物を運ぶのを手伝ってやる気になれなかった。というのも彼は大変

疲れていたからだ」

解説 動詞 の語法の問題。参照ページｐ ⑹。

「 人 原形 ～ が～するのを手伝う」という語法がある。

Ｄ「その街はアトランタの北約５マイルの所にある」

解説 活用や意味を間違えやすい動詞の問題。参照ページｐ ⑷②。

本問は空欄の後ろに目的語になれそうな名詞が見当たらないので、自動詞が入るの

ではと見当をつける。「横たわる、ある」となる を選ぶ。

Ｄ「彼女がその丘からみた景色は、彼女に自分が育った街のことを思い出させた」

解説 空欄の後ろの形に着目する。「 人 物事 」という形になっている。こんな形を

後ろにとれるのは「思い出させる」という意味の のみ。参照ページｐ ⑷

⑤。また、 以外の選択肢は全て「思い出す」という意味で、「人」を主語にとる。

Ｄ「ナンシーはホールの騒音のせいで自分の話を聞いてもらうことができなかった」

解説 動詞 の語法の問題。「 過去分詞 」で「自分自身を○○しても

らう」という意味がある。参照ページｐ レクチャー７ ⑴①。

Ｄ「課長は部下に仕事をできるだけ早くすませるよう命じた」

解説 空欄の後ろの形に着目する。「 人 原形 ～」という形になっている。こんな

形を後ろにとれるのは と だが、 では文意に合わない。参照ページｐ８

～９ ⑶。

Ｂ「田中さんは、部下たちに休息をとってはどうかと提案した」
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［解説］動詞の の語法の問題。参照ページｐ ⑺。

は「人」や「不定詞」を目的語にとれない。 の

は、 という動名詞の意味上の主語で、 の目的語になっている

わけではない。

Ａ「少女たちはいつも熱心に練習していたので彼女たちが他の全てのチームを倒したこ

とに誰も驚かなかった」

［解説］文脈から「勝つ、打ち負かす、倒す」という意味にしたいが、 は「勝つ」とい

う意味で「人間・対戦相手」を目的語にとることができない。

参照ページｐ ②。

Ｃ「チャンさんは調整して次の荷の配送を一週間前倒しした」

［解説］使役動詞の の語法の問題。参照ページｐ ⑵。

本問の「Ｏ」と「Ｃ」である「 次回の積み荷 」と「 配達する ｣

の関係は受身 積み荷が配達される 。その場合、「Ｃ」は過去分詞を用いる。

それから覚えておいてほしいのは、先の解説でも述べたように、使役動詞に限らず、

全てのＳＶＯＣ構文において、「ＯとＣ」の意味関係が受身 は される になる場合、

Ｃには過去分詞が入る点である。

Ｄ「この団体はフランス語を学ぶ機会を提供してきており、創立されたのは 年だ」

解説 動詞の と は活用の一部が同じなために間違えやすい。

参照ページｐ レクチャー５ ⑴③。

本問は、文意から「創設する」という 、しかも主語が

なので、受動態 創設された で用いるのが適当である。

Ｄ「国会でその法案が可決され、発泡酒とワインに新たな税金が課せられることになっ

た」

解説 空欄の後ろの形に着目する。本問は受動態だが、元々の形は「Ｓ＋Ｖ 」とい

う構造だったのではないか、と類推できたかがポイントだった。このような形を後

ろにとれるのは しかない。参照ページｐ ⑸。

ちなみに は「採用する」。 は「罰金を科す」。 は「適用する」。
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Ａ「彼は販売会議が月曜に開かれる予定だと知った」

解説 は「 会議などを 開く、催す」という意味がある。今回は主語が

だから、受動態 開かれる にする必要がある。 は受身にしなくても

「 会議などが 開かれる」という意味になる。つまり 。

Ｄ「上野さんは自分がまず読むまで、その封筒を開けられたくなかった」

［解説］動詞の の語法の問題。参照ページｐ ⑼。

｢Ｏ｣の 封筒 と｢Ｃ｣の 開ける は受身 封筒は開けられるもの なので、過去分詞の

が正解となる。

Ｃ「山田さんは通勤するのにスクーターの代わりに自転車を使い始めた。というのは彼

は空気をきれいに保つことが大事と考えたからだ」

［解説］動詞の の語法の問題。参照ページｐ ⑵②。

で「Ｂの代わりにＡを使う」。

Ｂ「ケリーさんはその男性が不注意なミスをおかしてからは彼のことを信用できなかっ

た。そこで彼女は上司の所に行き、彼をクビにしてもらった」

［解説］使役動詞の の語法の問題。参照ページｐ ⑵。

本問の「Ｏ」と「Ｃ」である「 」と「 解雇する ｣の関係は受身 その男性が解雇され

る 。その場合、「Ｃ」は過去分詞を用いる。

Ｃ「ニューマンさんはドイツ製の輸入車に ドル支払った」

［解説］動詞の の語法の問題。参照ページｐ ⑵②。

金額 物 で「ＢにＡを支払う」。

Ａ「キムさんは、彼の上司が韓国人を昇給させるのは嫌だと言った時、それが信じられ

なかった」

［解説］「言う」という動詞の語法の問題。参照ページｐ ⑼。
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選択肢の中で 節を目的語にとれるのは と だが、 の場合

「 Ｏ 人 Ｓ＋Ｖ～」としなければならない。

Ｃ「 人以上がその幹線道路の衝突事故で亡くなった」

解説 空欄の直前に 動詞があるので、自動詞の 死ぬ は使えない 自動詞に受動

態はない 。「事故や戦争などで死ぬ」という場合は「 事故･戦争 で死

ぬ」で表す。

Ｃ「クリントは、いつも自分のコピー機について不満を言っている。というのはそのコ

ピー機は頻繁に故障してしまい、原因がわからないからだ」

［解説］動詞の の語法の問題。

人 物事 で「 Ａに Ｂのことについて不満を言う」。

Ｂ「彼女は無理にボブにその歓迎会に出席させた。というのは彼女はそこで自分のルー

ムメイトに会いたくなかったからだ」

［解説］動詞の の語法の問題。

～ で「Ｏに無理やり～させる」。

参照ページｐ８～９ ⑶。

Ｂ「ラリーは長い手紙を書いているのは、仕事が締め切りまでに終わらないことを上司

に説明するためだ」

［解説］空欄の後ろの形に着目。「 人 Ｓ＋Ｖ～」という構造になっている。

共に「説明する」という意味だが、この形を後ろにとれるのは だけ。

ちなみに は「 を説明する｣で、節を後ろにとらない。

参照ページｐ レクチャー４ ⑵。

Ｂ「ブラウンさんはミスを犯した人間の名前について語らなかった。しかし誰のことを

言っているかは誰の目にも明らかだった」

［解説］疑問代名詞 等 の後に続く英文は、「Ｓ」「Ｏ」「Ｃ」等

のどれか１つが欠けた「不完全な文」にしなくてはいけない。 は自動詞であ

－２５－

動詞の語法 問題演習



る。自動詞は「自動詞 前置詞」という形にすると、後に必ず「名詞」を伴わなけ

ればならない。つまり なら 以下の文が、 という前置詞の後にくるべき名

詞 前置詞の目的語 がない「不完全な文」になる。 は「Ａについて述べる」

「Ａを調べる」。

Ｃ「彼らは銀行に 万ドルの借金がある」

解説 動詞 の語法の問題。「 人 金など 金など 人 」で「ＡにＢを

借りている」という意味がある。それ以外の の語法も以下でチェックしよう。

① 人 義務など 義務など 人 ＡにＢの義務を負っている

君におわびをしなければならない

② 物事 人など ＡはＢのおかげだ

私の成功はあなたのお陰です

仮･目 真･目

彼の今日あるのは勤勉のたまものだ

Ｃ「最近の調査では、アルミとスズの需要がこの先 ～ 年間は現在のレベルで推移す

ることが示されいている」

解説 の語法の問題。接続詞の を空欄に入れて、その 節が の

目的語になるような形にすればいい。 節内の主語は 、述語動詞は

。参照ページｐ ⑺。

Ｃ「誰もがジャック・ハドスンが銀行を襲ったのではと疑った。というのは彼は札付き

の悪党だったからだ」

解説 「疑う」という意味の と は用法を混同しやすい。本問は空欄部分

を「 思った ｣で言い換えられる。このような場合は を用いる。

参照ページｐ ⑩。

Ｂ「その研究チームはゲノム分析の功績で絶賛された」

解説 動詞 の語法の問題。 人等 理由 で「Ｂの理由でＡを絶賛す

る」。本問は、この が受身で使われている。参照ページｐ ⑵①。
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Ａ「経済企画庁のリポートは、デフレ・ギャップを埋めねばならないとすると政府の赤

字は増大するだろうと断言している」

解説 空欄の後ろの 節に着目する。 節を目的語にとり、かつ文意に沿うのは

～だと断言する のみ。 は「大きな声で暗唱する」という意味。

Ｃ「彼の部屋の時計が約 分遅れていた。そこで彼は椅子をとってきてそこに立ち、ラ

ジオの時報に合わせて時計を調整した」

解説 「行って取ってくる」は 。参照ページｐ ⑷④。

Ｂ「白熱したその問題についての議論の最中に、私は突然ある考えを思いついた」

解説 はまず活用がややこしい。 。でこの と

は「Ｓ＝物事」「Ｏ＝人」で「Ｓ 物事がＯ 人 の頭に浮かぶ」。

新しい考えが浮かんだ

仮主語構文。

彼を訪ねてみようとふと思った

それに対し、 や は、ほぼ意味は同じなのだが、「Ｓ＝人」

「Ｏ＝物事」で「ＳはＯを思いつく 考えつく 」。

彼はとある逃亡計画を考えついた

Ｂ「私は政府の外交政策は間違っていると確信を持つようになった」

解説 「～するようになる」は 原形 ～、もしくは 原形 ～。

は後ろに 原形 ～ をとることはない。 Ｃ 形･名･分 で「Ｃにな

る」。

Ｂ「金はこの世の中では権力と富の象徴であるとみなされている」

解説 で「ＡをＢとみなす」。参照ページｐ ⑻。
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Ａ「この英文を日本語に翻訳しなさい」

解説 で「ＡをＢに翻訳する」。 とも言う。

参照ページｐ ⑹①。

Ｂ「彼以外のみんなが、その率直な意見に対して、その批評家に感謝した」

解説 人 物事 で「ＡのＢに感謝する」「ＢのことでＡに感謝する」。

参照ページｐ ～ ⑽④。

なお は 等とセットで用いられ、「～を除いて」とい

う意味になる。

⒈Ｂ ⒉Ａ 「家畜のヤギは、人間に肉や羊毛や革を供給し、小型の荷物を運び、住ん

でいる野原から雑草や藪をなくしてくれる」

解説 ⒈は 人 物 で「ＡにＢを与える 供給する 」。ＡとＢの語順

が逆になると 物 人 となる。これも要注意。

＝

私たちは彼らに食料を与えた

で「Ａの準備をする に備える 」「Ａを養う」という語法もある。

まさかの時に備えておかねばならぬ

彼女は３人の子供を養っていかねばならぬ

⒉は で「ＡからＢ 邪魔なもの を取り除く」。

参照ページｐ ～ ⑶①。

Ａ「アーノルドは自分の無作法を彼女に詫びた」

解説 の語法の問題。 人 物･事 で「 Ａに Ｂのことで

詫びる、謝る」。

彼は遅刻をわびた

－２８－

動詞の語法 問題演習



長い間お便りしなかったことをあなたにおわびしなければなりません

Ｃ「ジョンソン氏は昨日日本を発ってアメリカに向かった」

解説 の語法の問題。 で「Ａを発ってＢに向かう」。

Ａ「その少女は私の死んだ母によく似ている」

解説 は他動詞なので、直後に直接目的語をとる。

参照ページｐ３ レクチャー２ ⑴。

Ａ「ブラウン夫人、私と夕食をご一緒しませんか」

解説 本問は空欄の直後に があるので、空欄部には他動詞が入るとわかる。選択肢中

で他動詞は と 。ただし は「～を共有する」という意味で本問で

は文意に合わない。 なら 人･団体 物事 で「ＢをするのにＡに

加わる」という語法がある。ちなみに には自動詞として 物事 で

「Ａに加わる」という語法もある。

、 は共に自動詞。 で「Ａに同意する」、

で「Ａに参加する」等の語法がある。

Ｃ「会議で発言したいと思ったら挙手しなければなりません」

解説 本問は空欄直後に という名詞が直接きているので、空欄部には他動詞が

入るとわかる。選択肢中で他動詞は Ｂ、Ｃ、Ｄだが、文意に合うのは「～をあげ

る」という 。

「上がる」「昇る」 自

「上げる」「育てる」 他

「生じる」「起こる」 自

「刺激する」 他

「元気づける」 他

Ｂ「バスが完全に停止するまでどうか座席に座ったままでいてください」

－２９－
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解説 まず の語法として Ｃ 形･名･分 で「 依然として Ｃのままでいる」と

がある。本文の選択肢で の Ｃになりうるのは分詞のＢ と Ｃ のみ。ただ

他動詞の は「～を座らせる」という他動詞なので としてしま

うと「～を座らせているままにしておく」という意味になってしまう。

参照ページｐ ⑷①。

Ｃ「私はあの騒音には耐えられない。気がおかしくなる」

解説 Ａの「～を保つ」を入れても意味不明。Ｂは なら「～に耐える」とい

う意味になれた。Ｄは で「Ａに近づかない」という意味になる。

Ｃ の は他動詞で「～に耐える」という意味がある。

以下の のイコール表現も頻出。

Ｄ「その余分な部屋は、客があったときに大変役に立つことがわかった」

解説 本問は、空欄の直後に という形容詞が来ている。形容詞が文の要素に

なれるのはＣ 補語 になる場合だけ。どうやら選択肢中でＳＶＣを作りうる物を選

べばいいとわかる。そのような語法を持っているのは しかない。

Ｃ 形･名･分 で「 結果として Ｃだとわかる、判明する」。

ここで の語法について整理しておこう。下のように は、他動詞とし

て「～を証明する」、自動詞として「わかる、判明する」という意味になる。

他 ① 名 Ｏを証明する

彼の言葉が本当だということをどうして証明できるのか

彼は私が潔白であることを証明してくれた

② 名 形･分 ＯがＣであると証明する

（ ）

この手紙を見ると彼がまだ生きていることがわかる

自 名･形･分 Ｃであると判明する

結果として Ｃだとわかる となる

－３０－
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新しい機械は役に立たないことがわかった

その報告は間違いだとわかってきた

彼は有能な教師だとわかった

Ｄ「彼女が寄宿舎に変える途中ずっと、彼は彼女に一言も口をきいてもらえなかった」

解説 本問は空欄の後ろが という構造になっている。ということは

Ｓ Ｖ Ｏ 原形 ～

Ｃ

の形をとりうる選択肢が正解となるのではと考える。選択肢中でそのような形をとれ

るのは しかない。参照ページｐ８～９ ⑶。

ｐ ～ ⑵②。

Ｃ「壁を塗り終えたら、すぐ帰宅していいですよ」

解説 本問も空欄の後ろの形にまず着目する。 となっている。という

ことは

Ｓ Ｖ Ｏ ～

Ｃ

の形をとりうる選択肢が正解となるのではと考える。 と は元々そのよう

な語法はない。 の場合、「Ｃ＝ 」となるのは「 自分自

身を～してもらう」という語法においてが大半。参照ページｐ レクチャー７

⑴①。

なら ～ で「Ｏを～してもらう される 」「 自分が Ｏを～してし

まう」という語法がある ここでは後者の意味 。

Ａ「彼が昼食から戻ったら、私のオフィスに来させてください」

解説 空欄直前の が、使役動詞の であることに気付けば 原形 ～ の

形になる を選択できたはず。参照ページｐ ～ ⑵①。

は、 接続詞の の省略で、本来 ～ となるのだろうが、

は 節を目的語にとることはない。 のように動名詞を目的語にとること

もないのだ。

－３１－
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Ｂ「田中医師はいつも手術前に患者をリラックスさせようと努めている」

解説 原形 ～ となる を選べばいい。参照ページｐ レクチャー７ ⑴①。

Ａ「クィーンを取られるな。もし取られたら、君はきっとチェスの試合に負けるだろ

う」

解説 原形 ～ で「Ｏが～するのを許す」という語法があるんだった。

参照ページｐ ⑴②。

ただし を選んでしまうと「クィーンが取る」という能動の関係になってしまい、

文意に合わない。「クィーンが取られる」という受け身の意味関係にしたい。そこ

で を選ぶ。 ～ で「Ｏが～されるのを許す」「Ｏが～されるがまま

にしておく」となる。

「ジョンの広範囲に及ぶ知識は、彼が問題を解決するのに役立たなかった」

解説 これも空欄の後ろの形にまず着目する。すると と「目的語 原形 」の

構造に気付く。ここから「Ｓ Ｖ Ｏ 原形 ～」の形をとりうる選択肢を選ぶことに

なる。そこで 原形 ～ となる を選択する。 参照ページｐ ⑹。

がＳＶＯＣをとる場合、 原形 ～、 も 原形

～ となる。 参照ページｐ８～９ ⑶。

「彼女はいつも自分の子供たちにしたいようにさせている」

解説 これも同じように空欄の後ろの形にまず着目する。 と「目的語

原形 」の構造に気付く。このような構造を取れるのは選択肢では か しかな

い。

ただし 原形 ～ の場合、「Ｏに 強制的に ～させる」という意味になり、

原形 ～ の場合、「Ｏに 許可して ～させる」となる。本問では 、つま

り では文意に合わない。 参照ページｐ ～ 。

「長らく手紙を書かなかったことをお許しください」

解説 これも空欄の後ろの形にまず着目する。 ～ と という構造に

なっている。このような形を取り、かつ文意に合うのは、選択肢では のみ。

人 物事 で「ＡのＢを許す」という語法がある。

－３２－
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私の短気をお許しください

私は彼の不道徳なふるまいを決して許さない

同じ「許す」でも、 は「入場 入学 を許可する」で意味的にもここでは不可。

と は 原形 ～ で「Ｏが～するのを許す」とな

る。

「彼らによって私は危険が全くないと信じる気になった」

解説 空欄の前の の過去形 に着目し、 が語法として取れる選択肢を選ぶ。

そうすると 原形 ～ Ｏを～する気にさせる となる がいいとわかる。

参照ページｐ８～９ ⑶。

「このことは全て奇妙に聞こえるかもしれないが、本当だ」

解説 空欄の後ろに という形容詞が見つかる。形容詞の文中での働きは

①直前直後の名詞を修飾する

②ＳＶＣ、ＳＶＯＣの「Ｃ」になる

という働きしか 基本的に ない。本問の は、直前直後に修飾できる名詞が

ないので、Ｃ 補語 になっていると見ていい。つまり選択肢でＳＶＣを取りうるも

のが正解ということになる。となると Ｃ 形･分 となる がいいとわかる。

参照ページｐ５ ⑴。

「その男は、その件に関与しているのではないかと疑われている」

解説 これは の語法で「 人 物事 ＡにＢの疑いをかける」を知ら

ないと解けなかった。本問は、この の受動態。 で

「ＡはＢの疑いをかけられている」となる。 参照ページｐ ⑶③。

ちなみに 物事 人 で「ＢにＡを期待する」という語法も頻出なので

覚えておこう。

君は息子さんに期待をかけすぎている

－３３－
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「彼らは自分達の無実を私達に確信させた」

解説 これは の語法で「 人 物事 ＡにＢを確信させる」を知ら

ないと解けなかった。 参照ページｐ ⑶③。

なお 人 Ｓ Ｖ～ で「Ａに～を確信させる」という語法も一緒に

覚えておこう。

私は彼が間違っていることを彼に悟らせた

「その男は銀行から ドルを盗んだ」

解説 は 人 物 で「ＡからＢを奪う」となる。参照ページｐ ③。

「その図書館には、多くの良書が置いてある」

解説 は で「ＡにＢを備える、備えつける」となる。

参照ページｐ レクチャー８ ⑴①。

本問は、この の受動態で で「ＡはＢを備えてい

る」となっている。

「富士山は外国で『フジヤマ』と呼ばれることがある」

解説 の語法をまとめてみよう。このうち、自動詞の①と②の語法だけはしっかり

自分のものにしておきたい。本問はその①の用法。 参照ページｐ ⑻。

自 ① Ａについて言及する、ふれる、述べる、Ａの事を指して言う

過去の経験に言及する

ＡをＢと呼ぶ、言う

｀

彼は｢ラジオの父｣と呼ばれることがある

東京は時に「東洋への入り口」と言われる

② Ａを調べる、参照する、問い合わせる

辞書を引きなさい

彼女は私に問い合わせてきた

③ Ａに適用される、関係する

－３４－
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その規定は学生にのみ適用される

この規則はこの場合に適用される

他 情報・援助などを得るため Ａ 人 をＢ 人の所に 差し向ける

Ａ 人 にＢを参照させる

Ａ 人 にＢを注目させる

その人物についてはスミス氏に問い合わせてください

私は受付に行ってさらにくわしい事を聞くように言われた

正確なつづりは辞書で調べなさい

その星印は読者に脚注を見よとの印である

「両親が昨晩ひそひそ話をしているのを私は耳にした。私の誕生パーティを開いてビ

ックリさせようと計画しているのではないかと思う」

解説 の語法の問題。本問は Ｓ Ｖ～ で「～ではないかと疑う、

～だと思う」が骨組みとなっているが、接続詞の が省略されている。

参照ページｐ ⑩⒉。

「彼は親切心からこのようなことをしてくれたと思う。というのも彼はいつも他人に

思いやりがあるからだ」

解説 の語法の問題。文意に合うのは と同じと考えたらいい 。。

参照ページｐ ⑩⒈。

ちなみに で「Ａに対して思いやりがある」。

「彼が海外に行くだなんて想像できない」

解説 の語法の問題。 は ～ で「Ｏが～しているのを想

像する」。 参照ページｐ ⑽。
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「昨日、変な夢を見た」

解説 「夢を見る」は 。 等は使わない。

参照ページｐ レクチャー 。

「子供たちは夏休みを待ち望んでいた」

解説 動詞の の語法の問題。 で「Ａを思いこがれる、切望する」という

語法がある。 参照ページｐ レクチャー９。

彼女はあなたが帰ってくるのを待ちこがれている

この は他動詞としても用いられる。 原形 ～で「～することを切望

する、～したがる」となる。

あなたからの便りをお待ちしております

ちなみに は「Ａが欠けている、足りない」。

なんでも必要なものがあれば彼に知らせなさい

は と同意で「～を期待する」。他動詞なので、本問のように

後ろに 等の前置詞は必要ない も同じ 。

－３６－
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２解答と解説

⒈Ｄ → 「ジョーは妻にそこで何が起きているのかを尋ねた。しかし電話が切れてしまい、

彼は彼女の言うことを聞けなかった」

［解説］知覚動詞の語法を確認しよう。参照ページｐ ⑽。

本問の「Ｏ」と「Ｃ」である「彼女」と「 」の意味関係は「能動 彼女が言う 」なの

で、過去分詞 ｢言われる｣になってしまう ではおかしい。原形の にすれば意味が通じる。

⒉Ｄ → 「台風がこの地域を直撃したので、その湖の水位が約 フィート上がった」

［解説］ は「～を上げる」という意味の他動詞。本問は「上がる」という自動詞の

活用は､ を用いて意味が通じる。参照ページｐ ⑵③。

⒊Ｄ → 「仕事の効率の点から、わが社は全従業員に携帯電話を支給す

ることに決めた」

［解説］ の語法の問題。 は 人 物 で「ＡにＢを与える、供

給する」という語法がある。参照ページｐ レクチャー８ ⑴。

⒋Ｂ → 「その営業部長はエンジンに欠陥のあるオートバイを販売したこと

で顧客に謝罪する声明を出した」

［解説］ の語法は、「 人 過失 で「Ｂのことで Ａに 詫

びる」。 の後に「人」を置くためには「 人 」としなくてはならな

い。参照ページｐ 。

⒌Ｃ → 「大半の従業員は不満そうに見えた。というのは社長が彼らに、来

年度の賃金 カットを伝えたからだ」

［解説］ の語法の問題。 は「人」を目的語にとる。したがって本問は

「 Ｓ＋Ｖ～」としなければならない。

参照ページｐ レクチャー４ ⑴。

の代表的な語法は以下の通り。

－３７－
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{
物事 ＡにＢを知らせる

人

Ｓ Ｖ～ Ａに～を知らせる  節以外に､疑問詞節

がくることもある｡

私は彼女が到着したことを彼に知らせた

彼は彼女の不在を通知してきた

⒍Ａ → 「その新しい機械は工場が一日 時間操業するのを可能にし、そしてそ

れが著しい増益をもたらした」

［解説］ の語法の問題。 人 原形 ～ で「Ａが～するのを可能にす

る」という語法がある。 参照ページｐ８～９ ⑶。

⒎Ｂ をとる 「リンダはソファの上のカバンを盗まれたのは、彼女が電話をかけるために

席を外している間のことだった」

［解説］使役動詞の の問題。 参照ページｐ ～ ⑵①。

本問の「Ｏ」と「Ｃ」である「 」と「 盗む 」の関係は受身 ｶバﾝが盗まれ

る 。その場合「Ｃ」は過去分詞を用いる の活用は､ 。

は必要ない。ただ覚えておいてほしいのは、使役動詞に限らず、全てのＳＶＯＣ構

文において、「ＯとＣ」の意味関係が受身 は される になる場合、Ｃには過去分詞が

入るということ。 参照ページｐ 。

⒏Ａ をとる 「彼らは互いに非常によく似ている。なぜなら彼らは血縁関係にあるからだ」

［解説］ は他動詞なので後ろに直接、目的語 となる名詞 をとる。

参照ページｐ３ レクチャー２ ⑴。

⒐Ｂ → 「井上さんは私に、今朝満員電車の中でスリにあったと言った」

［解説］使役動詞の の問題。参照ページｐ ～ ⑵。

本問の「Ｏ」と「Ｃ」である「 ポｹｯﾄ の所持金 」と「 すり盗る 」の関係は受

身 金はすり盗られた 。その場合､「Ｃ」は過去分詞になる。
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Ｃ をとる 「政府は株価の急激な下落に対して誰が責任があるのかを全く明かさなかっ

た」

［解説］動詞の は「 」で「Ａは Ｂに対して 責任がある」と

いう語法がある。これ以外にも には以下のような語法がある。

① 人 理由・責任など

⒈Ｂの理由でＡを非難する、責める 人 理由

人 理由

人 理由

人 理由

そこを離れたことで彼らは彼女を責めた

⒉Ｂ 責任･過失 をＡ 人など のせいにする

② 責任等 人 「ＢをＡに押しつける、せいにする」

失敗を私のせいにしないでください

Ｄ → 「このたびわが社に入るモーガン氏はコンピュータプログラミングが

専門で、コンピュータソフトの開発に手を貸すことになっている」

［解説］ は動名詞ではなく、不定詞を目的語にとる ただし は省略可 。参照ペ

ージｐ ⑹。

Ｃ → 「新しい従業員が新しいパッケージと昔のものを見分けるのはそれほど簡単で

はなかった」

［解説］ は「 」で「ＡとＢを区別する」という意味にな

る。 参照ページｐ ⑷②。

Ｄ をとる 「その事故の後、従業員の誰もその建物に入ることを許されなかった」

［解説］「Ａ 場所 に入る」という意味の は他動詞なので、直後に前置詞はいらな

い。ただし「 交渉・事業 」で「Ａに入る、はじめる」という語法も

あるので注意。 参照ページｐ３ レクチャー２ ⑴。
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Ａ → 「そのウエイターは長テーブルから全ての料理を素早く片づけなければならなか

ったというのは客が外で待っていていらだち始めたからだった」

［解説］Ａが のままだと「 邪魔な物 場所 を から取り除く」となって文脈に合

わない。 を に換えれば「 場所 邪魔な物 から を取り除く」となり、

意味が通じる。参照ページｐ ⑶①。

Ｂ → をとる 「その警備員は従業員の一人が会社の金庫から金を盗むのを目撃した」

［解説］動詞の は「目撃する」という意味で知覚動詞の仲間。

参照ページｐ ⑽。

知覚動詞は「Ｃ」に「 原形 ～」をとらない。原形の にすれば意味が通

じる。

Ｃ をとる 「料理教室の出席者たちはとても慎重にその包丁を使わなければならなかっ

た。というのはその包丁は非常によく切れるものだったからだ」

［解説］動詞の の語法の問題。 参照ページｐ ⑽。

自動詞の は、能動態でも、「切れる」という受身的な意味を表す。

Ｂ → 「ベティは宝石に多額のお金を使いたい気はしたが、あまり持ち合わせがなかっ

た」

［解説］動詞の の語法の問題。 が前置詞の を伴う場合、その後は動名詞

がくる。後に名詞をとる場合は、前置詞は になる。

{
物事 ＡをＢに使う

金･時間

～ Ａを～するのに使う  は省略できる｡

彼は本にたくさんの金を使う

第１問に時間をかけ過ぎないようにしなさい
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私たちはそこで名所見物に２日過ごした

Ｃ → 「同窓会が閉会する直前、彼らは話し合い、来年のいつか再会すること

を約束した」

［解説］動詞の の語法の問題。

{
原形 ～ ～する約束をする

原形 ～ Ａが～することを約束する

本問では 節をとっているので、節内の動詞には をつける必要がある。

ただし主節が過去時制 なので 節内の時制も過去時制に合わせて

とする。

Ｄ → 「財務大臣は、政府官僚と貿易問題について議論している途中で、

しばらくの間、委員会室から席を外した」

［解説］動詞の の語法の問題。 は他動詞で後ろには目的語になる名詞が必

要。 で「Ａを 一言ことわって 中座する 途中退出する 」。

にはこの他に 人 物事 で「ＡのＢを許す、大目に見る」とい

う語法もある。

Ｃ → 「営業部の安井さんは部下達に、彼らの調査が完全な誤りであることを

証明した」

［解説］他動詞の は「人」を目的語にとることができない。

参照ページｐ レクチャー４ ⑵。

人 Ｓ＋Ｖ～ で「Ａに～を証明する」とすればいい。

なお には 形･名･分 で「Ｃだと判明する 判る 」という語

法もあり、こちらも重要。

Ｄ → 「彼が驚いたことには、森の木のほとんどがたった一晩で切り倒されてしま

った」

［解説］ は、 倒れる という自動詞の過去分詞でここでは意味不明。 ～を切り倒

す の過去分詞なら意味が通じる。参照ページｐ レクチャー５ ⑴。
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感情を表す名詞 で「Ａが○○なことには」も覚えよう。

彼がうれしかったことには、息子が入学試験に合格した

Ｄ をとる 「田中さんは郵便局をとても簡単に見つけることができた。というのは彼は

それがパークアベニューに面していることを知っていたからだ」

［解説］Ｄの直前の は、動詞の の現在分詞形だが、「Ａに面している、直

面する」という意味では他動詞なので、前置詞の は不要。ちなみに

災難等 で「Ａに直面している」という意味も重要。

Ｄ → 「シュルツさんは 分以上待ったが、会う予定の依頼

人は現れなかった」

［解説］動詞の は、基本的に他動詞で以下の語法がある。「外に 人前に 出す」

というイメージを持つと全ての意味がつながってくる。

⑴ 贈り物 を贈る､贈呈する

⑵ 姿を現す､示す

⑶ 問題･議論 を提案する､提起する､ 言葉 を述べる､ を紹介する

⑷ 困難など をもたらす､ 表情など を表す､示す

更に形容詞として以下のような用法も頻出。

① 名詞を前から修飾して 現在の

あなたの現在の仕事

② Ｃになったり、名詞を後ろから修飾して 出席している、居合わせている

人の人たちがそのパーティには出席していた

その会議に出席していた科学者たちは有名人だった

また には名詞として「プレゼント」「現在」という意味もある。

Ｃ → 「ベンは営業会議でたくさんの質問をされたが、そのほとんどに彼は答え

ることができなかった」

［解説］問題文では が他動詞として使われているが、 が他動詞の場合は、ほ

とんどが否定文使われ、「～だと返事をする」という意味。目的語は

①返事そのもの

－４２－

動詞の語法 問題演習



② 節

のどちらかである。 本問の場合、 人､手紙､質問 で「Ａに答える」とする

のがいい。又は他動詞の でも可。参照ページｐ４。

Ｂ → 「ノートンさんは彼女の上司に、その機械の使い方を何度も教えたが、まだ

依然として彼はその使い方をよく理解できていない」

［解説］動詞の は「 人 原形 ～」という語法はとらない。「疑問詞

原形 ～ 疑問詞 す べきか」にすれば、それを として「 に を教

える、示す」の語法を使える。参照ページｐ６。

Ｂ → 「彼女はついに会社で一緒に働いていたエンジニアと結婚することに決め

た」

解説 は他動詞なので といった前置詞を必要とせず、直接 後ろに 目的語を

取る。参照ページｐ３ レクチャー２ ⑴。

原形 ～ で「～するのに決める」。 原形 ～

で言い換えられる。

Ａ → 又は を取る 「１人で行ってはどうかと彼らは彼に言った」

解説 は「人」を目的語にとれない。したがって を取るか、または

と、前置詞の を「人」の前に置かなければならない。参照ページｐ ⑺。

と同じように「人」を目的語にとれない伝達動詞として、

等は頻出。参照ページｐ レクチャー４ ⑵。

Ａ → 「過去数年間で教育費が急激に上がったので、多くの家庭はライフスタ

イルを換えざるを得なくなった」

解説 は他動詞で「～を上げる」。本問は直後に目的語もなく、意味的にも「上が

る」としたい。とすると自動詞の の仲間がいい。完了の の後ろなので

過去分詞形の にする。参照ページｐ ⑷ ③。

ちなみに 原形 ～ は、「 原形 ～ Ｏに 強制的に ～

させる」の受動態。
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台風で彼はやむをえず週末の予定を変更した

Ｂ → 「彼らは私がその機会を利用するようにと言い張った」

解説 の語法は頻出。特に①と②の語法はしっかり自分のものにしておきたい。

① Ｓ Ｖ～ ～だと主張する、～を 強く 要求する

私は彼女が間違っていると皆に主張した

彼は私がすぐ出発することを強く要求した

特に「～を 強く 要求する」という意味の場合、 節内のＶ 動詞 は、

「 原形 」もしくは を省略して 「 原形 」になる点に注意。

② Ａを主張する、Ａを 強く 要求する

（ ）

彼は約束を守ることが大切だと力説する

彼は彼女に服従を強要した

③ ぜひともと言うなら

ぜひ来てよ

そう、それほど言うなら（行きますよ）

Ａ → 又は

「私達はあなたが素晴らしいクリスマスと、来るべき良き年を迎えられることを

願っています」

解説 は 原形 ～ という語法はとれない。参照ページｐ ⑸。

のように Ｓ Ｖ Ｏ 原形 ～ の形を とりそうで とれない動詞として、

等は頻出。参照ページｐ ⑶。

ちなみに は副詞で「 時間的に 前に、先に、事前に」という意味。

これから１年間に

時計を進める

次は前もって電話してください
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